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圜1四 閤

板垣久資 さん 泉　文男 さん

( 浅　田)（ 市）

排他から融和へ 「まちづくり」への
環境づくり…

今、三隅町は変化しています。バイパスの完成間近、

町立香月美術館の建設、又、萩・三隅自動車道路やイ

ンターチェンジの建設計画、将来はその道路の延長も

考えられ、一見発展している様に見えます。

先日、あるグループのフォーラムに参加させてもらっ

たが、町の将来の構想には町民の夢や希望、意見が根

本に有ると言う事を改めて感じました。私達は三隅を

良くしようという心を持ち続け、「道の凸凹が直ると

いいな。」というような身近な事から、とてつも無く

大きな夢の様な話でも機会が有る毎に発表して行くべ

きです。役場の職員達は、あらゆる方法で多くの意見

や夢を集めて、その道の専門家と相談しながら立派な

絵を描いてくれるでしょう。色付けや飾り付けは私達
町民の役割りです。ちなみに私の夢は、杉山川を渓流

釣りができる様に整備し、地区の人に組合を作って管

理してもらえば生計の実績もでき、むづかしいとされ
ていた河川組合の復活も可能な気もします。又、三隅

川には九州方面から多くの人が釣りに来られます。積

極的に受け入れ態勢を整備してもっと多くの人に来て

喜んでもらえばいいと思います。河川改修も計画され
ている事ですし・・・

近年「まちづくり」とか「まちおこし」というよう

な言葉・考え方・行動が、三隅町を含め、各地で盛ん

にわきおこっているが、なにを目標においての「まち

づくり」なのか？　人口の増加・定住か？　　経済的

な発展か？　制度的な充実か？　人の意識の充足か？

どれも大切なことであり、大きなテーマだと思う。

一人ではなかなか取り組めないが、一人ひとりが意

識をもたないと、本当の「まちづくり」は進んでいか

ないと思う。

歴史の流れをかえるきっかけは、若い力・考え・行

動からだと思う。

私たち若者は、先輩方の教えを受けながら、自分た

ちの時代が始まっていることを認識し、なにかのかた

ちで行動に移していかなければならないと思う。

危機感のようなものをいだきながら、具体的になに

をしていいのかよくわからないし、行動力もない自分

であるが、わかるまで待つのではなく、より多くの仲

間をみつけ、議論し、いいと思うことは行動に移して

いくように努力しようと思っている。

パワーのある若者の集団とそれをうまく誘導する｡ま

わりの環境ができれば、そこから一つの「まちづくり」

が始まっていくような気がする。
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